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博士学位請求論文要旨「保育所における子育て課題を持つ母親への支援の視点と方法」／小川晶
●博士学位請求論文要旨
保育所における子育て課題を持つ母親への支援の視点と方法
一保育士による母親への支援プロセス分析から－
序章研究の目的と方法
本研究の目的は、保育所に在籍する子どもの母
親に対する支援において、支援に必要な視点と有
効な方法を明らかにすることである。
研究の対象は、保育所に在籍する子どもの保護
者のうちの子育て課題を持つ母親と、その母親を
支援する保育士である。
本研究において子育て課題を持つ母親とは、子
ども自身の個性だけでなく、主に母親のその人自
身の生育のなかで生じた課題によって子育てが難
しくなっているケースとする。登降園時になされ
る保育士との短い会話や連絡帳でのやり取りなど
では課題が解決せず、長時間におよぶ個別での対
応や、他機関との連携を必要とするケースである。
例えば母親には、子どもが好きになれない、どう
かかわったら良いか分からない、不安定な状態が
長引いたり繰り返したりするなどの状態がある。
同時に子どもの姿として、無表情、強い緊張、落
ち着きがない、自信がない、言葉の遅れなどがあ
り、それが子ども自身の個性というよりも母親と
の関係性から生じていることが予測されるような
ケースである。このようなケースにおいて母親の
その人自身の課題は子育てをする前からその人自
身が抱えていたものであり、子どもの「母」になっ
たことでその課題が顕在化し、子どもとかかわら
ない、きつくしかりつける、子どもに親役割をさ
せるなどの不適切な養育態度の要因となっている。
それゆえ子どもの「母」としての一面的な視点で
母親を支援しても、母親の不適切な養育態度は改
善されない。
保育所は、親の就労や就学、疾病や療養、出産
や介護といった社会的理由により「保育に欠ける」
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子どもを日々預かることを目的としてきたため、
親のニーズは子どもへの保育である。母親に子育
て課題があったとしても、母親の状態や支援の必
要性についての情報を保育所があらかじめ有して
いることはほとんどない。したがって保育所での
母親への支援は、母親の不適切な養育態度を改善
することが中心的な目的とされる傾向が強い。母
親の不適切な養育態度の原因が育児の経験や技術
の不足によるものである場合、それは「母として
の母親」という一面的な課題であるので不足を補
えば養育態度は改善される。しかし、不適切な養
育態度が母親自身の個人的な要因によるものであ
るなら、養育態度が一時的に、また「母」という
一面的な役割において改善されたとしても、母親
自身の課題を改善しない限り、その課題は子ども
の成長に伴うライフステージで再び不適切な養育
態度として顕在化するであろう。
したがってここでは、母親への支援の目的を、
不適切な養育態度を「母」という一面で改善する
ことではなく、母親自身が自分の役割を調整して
子育てを取り込んでいくことで養育態度を自ら変
えていくようになることであるとしたい。子育て
している「母」という一面的な役割だけで母親を
捉えるのではなく、その他の役割も含めて母親の
全体を対象として理解することを重要とする立場
で研究を進める。
支援者側として担任保育士6名と所長保育士、主
任保育士、支援を受ける側として母親ll名がイン
タビューイである。母親ll名のうち1名は安定して
いる母親であり、サンプルデータとして扱った。
インタビューから得たデータを、分析A(保育士
の母親への支援における母親の捉え方の分析)、分
析B(保育士の母親への支援と母親の変容のプロセ
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ス分析)、分析C(分析母親への支援プロセス分析）
の3つの段階で分析した。分析結果と先行研究とを
併せて、子育て課題を持つ母親への支援について
必要な視点と有効な方法を総合的に考察した。
第1章母親支援の現状と課題
1.1母親への役割期待
出産や授乳といった女性の生理的な特性から、
女性には生まれながらに母性があり、その母性に
よって子育てにふさわしい養育態度をとることが
できるとみなす社会的な傾向は強い。この母性観
は、子育てを母親と子どもの関係に限定した問題
として取り扱うことの根底的な要因となっている。
また、家事や育児という家族へのケアは女性の役
割とされてきたことも加わって、育児をすること
と家事をすることとがセットになって女性の家族
的役割として位置付けられてきた。
12母親が抱える問題の捉えられ方
家族を取り巻く社会環境が変化しているのであ
るから、家族の形態や機能そのものが変わってい
くのは当然であるが、日本社会には、女性の母性
的機能や養育の役割を偏重する傾向が根強い。母
親と子どもを家族の中心に据える家族イメージが
共有され、子育ての責任は母親にあることが前提
となっている。このことは、母親の育児不安が母
親の個人的な要因から発生しているのではなく、
育児不安を構成している背景要因が、社会的な脈
略にも存在することを示唆している。
1.3母親への支援の現状と課題
家族の機能は社会の変化に伴って大きく変容し
ているにもかかわらず、母親の家族的役割はジェ
ンダー・バイアスによる性別役割意識に基づいて
規定されている。このことで、子育て中の女性が
生きにくいだけでなく、子どもの育ちに影響を及
ぼすほどの育児不安や育児ストレスを呈する母親
もいる。子どもを育てることに肯定的なイメージ
が描けるよう子育て中の母親を支援する手立ては
講じられているものの、どれも母親を十分に支え
きれていない現状がある。母親の育児不安や育児
ストレスの背景的な要因を改善しないまま、母親
支援の必要性は論じられてきたと言えよう。
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第2章保育場面での母親支援の現状と課題
21保育所における母親支援の特徴
母親支援は保育所保育指針（2008）に規定きれ
ている通り、保育所の重要な役割でもある。保育
所の保育士は、毎日親と接し子どもと長時間かか
わることで、子どもの小さな変容を感じ取り、家
族の異変や問題の悪化に気づくことが可能である。
子どもとのかかわりはもちろんのこと、親とのか
かわりも、基本的には日常的な生活のなかでおこ
なわれる。また保育士と母親との関係性は、子ど
もを共に育てているという共感的な関係であり、
子育てを協同して行うことができる関係にある。
この共感的な関係により母親は、子育てしている
自分に対する自己肯定感を向上させることが可能
となる。
2.2保育所がおこなう母親支援の方向性
保育所では、「保護者支援」（保育所保育指針
2008､牧野2012)、「保育指導」（柏女ら2009)、「保
育指導技術」（柏女ら2008）として保護者への支
援が位置付けられ体系化の試みがされている。ど
の試みも主に母親を対象とした調査に基づいてい
る。しかし、比較的安定している母親への支援事
例を対象にしているため、実際に保育の現場に支
援の難しい保護者が在籍していることを再認識し、
展開すべき支援の方法を探る必要があると思われ
る。
23保育所における母親支援の課題
母親の社会的な要因も育児ストレスやその深刻
さに影響していることや、母親が育児を家族的役
割の中で中心的に担うことで「個」としての母親
が自己実現できないことが少子化に影響している
ことなどが論じられているにもかかわらず、依然
として母親の「母として」の側面だけを取り出し
て支援する傾向が強く残っている。保育士には、
ジェンダー・バイアスによる母親役割への意識が
根強くあり（神谷ら2007、小泉1997)、子ども
の最善の利益を実現することと葛藤するかのよう
に母親への負の感情を生じさせる要因であると考
えられる。母親との日常的なかかわりや子どもを
通して信頼関係を構築することが可能である保育
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所は、母親支援における役割を再認識して必要な
視点を明確にし、支援の方法を構築する必要があ
る。
第3章保育士による有効な母親支援に閨す
る調査
S.1調査の目的と方法
本調査の目的は、保育士の支援が母親の子育て
課題をどのように効果的に改善するかということ
を明らかにすることである。そのために、支援の
主体と客体からデータを収集する必要があった。
そこで、子育て課題を持つ母親と保育士に対して、
個別に半構造化インタビューを実施した。
S.2分析方法
分析A:母親支援における母親の捉え方、分析
B:保育士の母親支援と母親の変容のプロセス、
分析C:分析Aと分析Bを併せて母親への支援プロ
セスを分析、の3段階で分析をした。分析Aについ
ては、保育士が母親支援する際、母親の存在をど
う捉えているのかを明らかにするために、逐語録
化されたインタビューデータを切片化し、コーディ
ングして森田(2011)を参考に、「母としての母親」
｢妻としての母親」「子としての母親」「働く女性と
しての母親」4つのカテゴリーを付した。さらに、
子育て家庭の役割と親自身の自己実現のバランス
(森田2012)を仮説として、母親支援における母
親の役割を図式化した。これを踏まえて、分析Bは
母親の変容プロセスと保育士の母親支援とを関連
付けて明らかにするために、「複線径路・等至性モ
デル(TEM)｣(サトウ2009)を用いておこなった。
3.4倫理的配盧
情報の扱いには十分に注意をはらい、個人が特
定されないよう匿名化のもと分析を進めた。なお
本研究実施に際しては、東洋大学大学院福祉社会
デザイン研究科研究等倫理委員会が定める「人を
対象とした調査及び実験に関する基準規定｣にのっ
とり必要な手続きを行い、東洋大学大学院福祉社
会デザイン研究科研究等倫理委員会の審査の結果、
承認を得た。
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第4章分析結果と考察
4.1分析A(母親支援における母親の捉え方）
分析結果と考察
保育士は母親支援する際､「母としての母親」「妻
としての母親」「子としての母親」「働く女性とし
ての母親」という母親の4つの役割に対して、担任
保育士と所長保育士や主任保育士が分担しながら
関係構築してかかわっていることが分かった。「母
としての母親」には担任保育士が、一方「子とし
ての母親」には所長保育士や主任保育士が、主に
関係構築して対応していた。「妻としての母親｣｢働
く女性としての母親」には、担任保育士と所長保
育士や主任保育士が重なり合って関係構築し、か
かわっていた。さらに、担任保育士と所長保育士
や主任保育士のかかわり方について、「主」（中心
的にかかわっている)、「情報の共有程度」（｢主」
のかかわりを共有する)、「親和的」（同士のような
かかわり方)、「包容的」（母親の語りにある「お母
ざんのような」かかわり方）であった。
4.2分析B(保育士の母親支援と母親の変容
のプロセス）分析結果と考察
TEMの理論を構成する基本概念と本研究におけ
る意味について説明した。また、母親の変容プロ
セスを基軸にし、母親の行動の選択や価値観の変
容をもたらしていると思われる保育士の言葉かけ
や寄り添いの様子をTEM図に示した。
4.3分析C
分析Aと分析Bを併せて、時期区分ごとに母親へ
の支援プロセスを分析した。
4.4考察
母親の養育態度の改善には、「子としての母親」
が肯定的な感情で満たきれることが必要であった。
｢子としての母親」が肯定的な感情を抱けるように
なると、子どもや子育てを受け入れることが可能
となり、また、母親自身が自分らしさを見出して、
自分らしく子育てを取り込んでいくことができる。
母親の養育態度の改善は、養育態度を改善させる
ための情報提供や指導などで実現したのではなく、
母親が自分らしく子育てを取り込むことの結果と
してもたらされたのであった。そのプロセスで母
親は自分の役割のバランスをとることをしている。
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インタビューイの母親は、パートナーや夫から育
児の協力を得られておらず、母親の価値や行動は
ジェンダー・バイアスによって方向づけられてい
る状態であった。したがって、ここで得た自分ら
しいバランスは、夫や周囲からだけでなく母親自
身も「母として」のみあることを価値としてきた
状態から解放されたことでもたらされたバランス
であり、子どもだけが唯一の支えであったり、し
つけることが子育ての中心になっていたりする支
援前の母親とは大きく異なる。「子どものために」
という感覚自体が、ジェンダーフリーでありなが
ら「母として」あることを価値とし、かつ、全体
としての母親が「母としての母親」を他の役割と
調和させてバランスを保つことでもたらされたも
のである。
第5章結論保育所における子育て課題を
持つ母親への支援の視点と方法
5.1保育所における子育て課題を持つ母親へ
の支援の視点
子育て課題を持つ母親は、原家族との関係性で
の課題、つまり「子として」の課題を抱えている
ことが多く、子育てすることでその課題が顕在化
しているため､母親を捉える際に「子としての母親」
への視点が欠かせない。「子としての母親」が安定
することで母親の子どもに対する価値観が変容し、
｢子どものために」母親が自ら行動を選択する力と
なっていく。
「子としての母親」の課題を改善するためには、
原家族との関係性において得られなかった肯定的
な実感を「子としての母親」が得られるようにか
かわることが有効である。そのためには「子とし
ての母親」を捉える2つの視点が必要であると考え
る。1つ目が「子ども期」への視点である。肯定的
な実感を得られるようなさまざまな経験をしてこ
られなかったことで母親は、自分自身に対する肯
定的な実感を持ちにくい。「子としての母親」が安
定するための支援を検討する際、肯定的な経験を
得られなかった｢子ども期｣への視点が必要である。
2つ目が「親子関係での子ども」への視点である。
原家族の子育ての仕方に対して肯定的な実感が抱
64
けていない母親は原家族、特に原母への負の感情
がある。この｢子としての母親｣が抱く負の感情が、
子どもを受け入れることを難しくさせている。母
親の不適切な養育態度の根本的な要因を改善する
ためのかかわりを検討する際、この「親子関係で
の子ども」への視点が必要である。
さらに母親の子育てを難しくしている要因とし
て、「良い母親像」の圧力がある。母親は「子とし
ての母親」が抱く「良い母親像」をモデルとして
おり、その「良い母親像」は母親自身に内在しな
い仮想であり、加えて「子としての母親」が原母
に抱く負の感情が誘因となっている。母親が「良
い母親像」から解放されることは、「子ども期」「親
子関係での子ども」双方の肯定的な実感によって
もたらされ、子どもに対する価値観の変容を促す
と考える。
5.2保育所における子育て課題を持つ母親へ
の支援の方法
保育所は子どもの保育を主たる目的としてきた
機関であるため、子育て課題を持つ母親にとって
利用しやすく、利用することでのステイグマは多
くの場合発生しない。相談という場や機会を設定
することなく日常のなかで母親の話を聴いてかか
わることができるという保育所で母親を支援する
固有な方法を活かして支援を展開することで、母
親への支援はより有効なる。保育所が母親にとっ
て気軽に話をすることができる居心地のよい場所
であること、また居心地のよい関係性が保育士と
の間に構築されていることが必要である。そのた
めには一面的ではなく母親の役割ごとへの寄り添
いが必要であり、「母としての母親」とかかわって
いても子育て課題の要因が「子としての母親」に
あるのなら意図的にそこにかかわり、母親が心地
よいと感じるアプローチが求められる。母親の役
割ごとに異なる心地よい関係を、立場の異なる保
育士が連携して構築し重なり合うようにしてかか
わり、多面的に母親を支えることが有効な方法で
ある。
また地域の子育て支援ネットワークで母親が利
用する機関が複数である場合、保育所に所属して
いるという安心感は、母親が他の機関につながり
支援を継続して利用する際に有効である。社会と
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の関係を持ちにくい子育て課題を持つ母親が、迷
い不安定になることを繰り返しながら「子どもの
ため」にあるいは自分のために他機関を利用する
プロセスを支えるために、保育所や保育士との関
係が母親にとって拠り所となるようなかかわりが
必要である。
本研究が対象とした母親のように、保育士に支
えられて自分自身を変えながら子育てをし、子育
てをすることで自分自身が変わっていくこと、そ
して自分らしさを見つけ、自分らしく子育てをし
ていくことで「社会との関係」を作り孤立しない
で暮らしていくことが可能となるような支援が、
保育所固有の母親への支援であり、保育所の役割
であると考える。身近な地域にあって日常的な生
活を支援できるハードルの低さを有している保育
所は、その利用のしやすさを活かしてより全体的
な視点で子育てしている母親を支援する必要があ
る。子育て課題を持つ母親が「社会との関係」を
持ち、地域において支援やサービスを利用しなが
ら自分らしく子育てできるよう、確かな視点と方
法をもって支援を展開すべきである。
5.3本研究の限界と課題
本調査インタビューイの母親は、Z保育所や保育
士に対して信頼を抱いている者に限定されたわけ
であるが、このことは調査上の限界でもあり、対
象が限定的であるという点において本研究の限界
でもある。このことで有効な支援を類型化するこ
とが可能となった反面、本来個別性の高い母親へ
の支援の方法を類型化することに限界が生じた。
今後、子育て課題を持つ母親一人ひとりへの支援
を分析した結果から、支援に必要な視点と有効な
方法を考察し発表していきたい。
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